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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所望の時間にわたり揮発性液体（３）を周辺雰囲気中に分配するように適合された装置
（１）であって、
雰囲気に対して単一の開口を有する貯蔵器（２）を含み、この開口は、装置が動作してい
るときには前記貯蔵器内の液体と接触していない透過性膜（４）で閉止されており、前記
膜は、厚さが０．１～５ｍｍであり、また前記膜は前記液体と直接接触すると、所望の期
間にわたって蒸発するある量の液体を吸収することができ、
　ここで、膜が、微孔質の充填材入りポリオレフィンである、前記装置。
【請求項２】
　充填材が、微粉シリカである、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　膜厚が、０．５～５ｍｍである、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　膜の材料が、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリスチレン、エチレン／
プロピレンコポリマー類、エチレン／へキシレンコポリマー類、エチレン／ブテンコポリ
マー類、プロピレン／ブテンコポリマー類、エチレン／プロピレン／ブテンコポリマー類
、およびエチレンまたはプロピレンとエチレン不飽和のモノカルボン酸とのコポリマー類
からなる群から選択される、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
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　膜の材料が、主として、少なくとも３００，０００の分子量（重量平均）、０．１未満
の標準荷重メルトインデックス、および４．０以上の還元粘度を有する８～１００容量％
のポリオレフィンと、１～９２容量％の充填材と、１～４０容量％の可塑剤との均質な混
合物からなる、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　充填材が、０．０１から２０μｍの範囲の平均粒度（直径）を有する、微粉シリカ（ケ
イ酸）であって、前記充填材の表面積が、３０から９５０ｍ２／ｇの範囲である、請求項
４に記載の装置。
【請求項７】
　所望の時間にわたって揮発性液体を周辺雰囲気中に分配する方法であって、永久的に前
記雰囲気に晒されない側の有孔質膜の面に、前記液体を供給することを含み、前記膜は、
０．１～５ｍｍの厚さを有して、前記雰囲気に晒される側の前記膜の面から、所望の時間
にわたって蒸発させるのに十分な液体を吸収することができ、
　ここで、膜が、微孔質の充填材入りポリオレフィンである、前記方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、揮発性物質を分配する装置に関し、より具体的には、蒸発させることによっ
て液体から周辺環境に揮発性物質を送出するための膜を使用する分配デバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　芳香剤、殺菌剤、殺真菌剤および消毒剤などの揮発性液体を周辺環境中に分配するため
の膜を使用する分配デバイスは当該技術においてよく知られている。かかる分配デバイス
の広く一般化しているタイプは、本質的に、揮発性液体を収納する貯蔵器と、コンテナを
覆うとともに揮発性液体と接触する膜とからなる。かかる分配デバイスは、拡散現象を利
用して分配原動力をもたらす。液相は膜から周辺環境へ蒸発する。かかるデバイスは、追
加として、加熱要素および／またはファンなどの補助分配手段を含むこともある。
【０００３】
　かかるデバイスは、確実な効果があり、商業的に成功を収めてきたが、それらには、あ
る実際的な欠点がある。１つには、「慣れ（habituation）」と呼ばれる現象、すなわち
連続的に放出すると、人はその臭いに慣れてしまい、それに気づかなくなることである。
したがって、芳香剤の多くは、ある程度は無駄に消費されることなる。このことは克服す
ることができるが、それを行う手段は、これまで比較的複雑であるとともに、比較的高価
であった。例えば、自動開放オリフィスなどを備える、プログラム可能デバイスを提供す
ることができる。そのような費用および複雑さは、正当化されないことが多い。
【発明の開示】
【０００４】
　この問題を克服するとともに、これを達成するために複雑な手段を必要とすることなく
、所望の時間にわたって揮発性液体を放出することを可能にする、簡便なデバイスを提供
することができることがわかった。したがって本発明は、所望の時間にわたり揮発性液体
を周辺雰囲気中に分配するように適合された装置であって、雰囲気に対して単一の開口を
有する貯蔵器を含み、この開口は、装置が動作しているときには前記貯蔵器内の液体と接
触していない透過性膜で閉止されており、前記膜は、厚さが０．１～５ｍｍであり、また
前記膜は前記液体と直接、接触すると所望の期間にわたって蒸発するある量の液体を吸収
することができる、前記装置を提供する。
【０００５】
　本発明は、所望の時間にわたって揮発性液体を周辺雰囲気中に分配する方法であって、
前記雰囲気には永久的に晒されない側の有孔質膜の面に、前記液体を供給することを含み
、前記膜は、０．１～５ｍｍの厚さを有して、前記雰囲気に晒される側の前記膜の面から
、所望の時間にわたって蒸発させるのに十分な液体を吸収することができる、前記方法を
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さらに提供する。
【０００６】
　貯蔵器が所望の単一の開口を有している限り、それを任意の形状で、任意好適な材料で
製作してもよい。本質的に、それは、そこに収納されている揮発性液体に耐性がなくては
ならない、すなわちそれによって化学的に劣化、軟化または膨潤してはならない。ガラス
、セラミック、金属および選択されたプラスチックを使用してもよく、かかる選択はすべ
て当業者の知識の範囲である。
【０００７】
　開口を閉止する膜は、装置が作動中においては、貯蔵器内の液体と接触してはならない
、すなわち、両者は物理的に隔離されなければならない。したがって、かかる接触が生じ
ない、貯蔵器上の場所に開口を配置しなくてはならない。それは一般に、装置が水平表面
上に置かれている場合には、開口が貯蔵器の上部またはその近傍に配置されること意味す
るが、デバイスの作動中に開口が、貯蔵器内の液体と直接、接触しない限り、開口は、容
器の側面にあってもよい。
【０００８】
　膜は、以下の要件を満たす任意の膜とすることができる：
・貯蔵器の内部に露出されている膜の側から、雰囲気に露出されている側に液体が通過で
きなくてはならない；
・液体と接触するときに、所望の時間わたって雰囲気中に蒸発させるのに十分な液体を吸
収することのできる構成のものでなくてはならない。
【０００９】
　これらの内の第２の条件は、膜は合理的な厚さであることを要求する―すなわち、当該
技術分野において現在、使用されている種類の薄い膜は、液体の通過を可能にするが、そ
れらは十分な時間の蒸発のために十分な液体を保持できないであろう。膜の厚さは、液体
および膜の性質に依存するが、典型的な厚さは、（当該技術の５０μｍと比較して）０．
１～５ｍｍの範囲である。さらに厚い膜を使用することも可能であるが、これらは、製造
するのに実際的ではなく、またはより高価になる。特定の態様においては、厚さは０．５
ｍｍと５ｍｍ、０．２ｍｍと３ｍｍ、０．６ｍｍと２ｍｍおよび０．６ｍｍと１．０ｍｍ
の間にある。所望の量の所与の液体を保持する膜の調製は、当業者の知識の範囲内である
。
【００１０】
　これらの要件を満足する任意の材料を、本発明において使用することができる。１つの
特定の膜材料は、ポリマー材料、特に微孔質の充填材入りのポリマー材料である。１つの
特定の態様においては、材料はポリオレフィンである。かかる材料は、バッテリセパレー
タとして市販されている。かかる材料の代表的なものは、本質的に、少なくとも３００，
０００の分子量（重量平均）、０．１未満の標準荷重メルトインデックス、および４．０
以上の還元粘度を有する８～１００容量％のポリオレフィンと、１～９２容量％の充填材
と、１～４０容量％の可塑剤との均質な混合物からなる。
【００１１】
　代表的な好適な材料は、米国特許第３，３５１，４９５号に記載されている。そこに記
載されたポリオレフィンは、超高分子量ポリオレフィン、特に、超高分子量ポリエチレン
である。その平均重量平均分子量は、少なくとも３００，０００、好ましくは少なくとも
１，０００，０００、そして特には約４～７×１０６である。ポリオレフィンの標準荷重
メルトインデックスは、実質的に０、すなわち０．１未満、より具体的には０．０１未満
である。ポリオレフィンの還元粘度は、４．０以上、他の態様においては、１０より大き
く、とくに１５より大きい。
【００１２】
　ポリエチレンは最も広く使用されている材料であるが、ポリオレフィン混合物も使用す
ることができる。特に、好適なのは、ポリプロピレン、ポリブテン、ポリスチレン、エチ
レン／プロピレンコポリマー類、エチレン／へキシレンコポリマー類、エチレン／ブテン
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コポリマー類、プロピレン／ブテンコポリマー類、エチレン／プロピレン／ブテンコポリ
マー類、およびエチレンまたはプロピレンとエチレン不飽和のモノカルボン酸、すなわち
アクリル酸、メタクリル酸、またはそれらの混合物とのコポリマー類である。
【００１３】
　好適な充填材および可塑剤は当該技術において知られている。この文脈においては、こ
こでも米国特許第３，３５１，４９５号が参照される。具体的な充填材は、微粉（finely
-divided）シリカ（ケイ酸）である。充填材の平均粒度（直径）は、０．０１～約２０μ
ｍの範囲、充填材の表面積は、３０～９５０ｍ２／ｇの範囲、特には少なくとも１００ｍ
２／ｇである。
【００１４】
　本発明によれば、使用する材料は、可塑剤、特に水不溶性油、特にプロセス油を含める
ことができる。
　均質混合物の量に対する特に望ましい範囲は、１５～６０容量％、好ましくは３０～４
５容量％ポリオレフィン、３５～８０容量％、特に５０～６５容量％充填材、および１～
１０容量％可塑剤である。
　言及した構成成分に加えて、本発明によって使用される材料には、抗酸化剤（通常０．
１～１％）、潤滑剤（通常、０．１～１％）、静電気防止剤、色素、染料、導電性カーボ
ンブラック、安定剤、光安定剤などの当該技術で認識された添加剤を含めることができる
。
【００１５】
　特有の膜は、高密度ポリオレフィン／微粉シリカ膜である。本発明の、さらなる態様に
おいて、本発明による装置は、寿命終了（end-of-life）インジケータを含む。かかる態
様は、デバイスの交換が必要なとき、または膜上の液体の充填が使い果たされたとき、を
知らせることができるので、非常に有用である。この発明において、このことは、膜の色
変化、すなわち、液体充填された膜が、乾燥した膜と色が異なることによって達成される
。このことは、任意の簡便な手段で達成することができる。例えば、液体と相互作用して
色変化を生じる材料を膜内に組み入れることによって達成することができる。この相互作
用する材料は、必然的に、色変化が可逆的であるように選択しなくてはならない。
【００１６】
　本発明の一態様においては、液体の存在または不在に応じて色を変える能力は、膜の固
有の特性であり、その結果として、これを達成するために膜を改変する必要がない。これ
は、本明細書で上述した、好ましいポリオレフィン／シリカ製バッテリセパレータタイプ
の膜の特性であり、また、本発明の作用において、これらが特に有用であることの理由で
ある。したがって、本発明は、膜の補充の必要性が膜の色の変化で指示される、本明細書
において上述したような、装置をさらに提供する。
【００１７】
　作動に際して、液体は、膜を液体で充填するのに十分な時間、膜と接触させられ、次い
で両者が隔離される。これは、例えば、単に装置を倒立させ、次いで再び元にひっくり返
すことによって行うことができる。例えば、膜は、装置が逆さまに立つことができるよう
に、装置の平坦上部の近くに配置してもよい。代替的に、装置は、クレードル（cradle）
内またはピボット上に装着してもよい。
　本発明を、好ましい態様を示す、添付の図面を参照してさらに説明する。
【００１８】
　全体的に１で示す装置は、一端に開口３を備える容器の形状を有する貯蔵器２からなる
。この貯蔵器は、揮発性液体４、この場合には芳香剤を収納する。貯蔵器の開放端は、膜
５によって閉止されている。膜は、１ｍｍ厚さのポリエチレン／シリカ膜である（使用し
た実際の膜は、Ｄａｒａｍｉｃ　Ｉｎｃ．製のＭｅｍｂｒａｎｅ　ＤＳ２汗乾燥システム
である）。膜５は、平坦上部を有し、この平坦上部によって、装置を倒立させて、水平面
上に安定的に設置することができる。
【００１９】
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　動作に際して、装置は倒立させられて、その位置に１５秒間維持される。これによって
、膜が液で充填される。このことは、膜の色が不透明白色から液相の色への色変化によっ
て明示される―また、膜はわずかに透明になる。装置は、適当な方を上にして設定され、
揮発性液体が膜から発散し始める。特定の充填についての寿命終了は、膜の色を観測する
ことによって観測することができる。その元の色に戻ると、膜は、再び倒立させて充填す
ることができる。
【００２０】
　図２は、芳香剤を使用して、一日だけの期間にわたって採取した計測の結果をグラフで
示している。縦軸上に示す強度数値は、芳香剤業界において使用されるのと同様の、経験
者パネルによる、ある間隔で採取された芳香剤の強度の評価値である。強度は、５＝非常
に強い、４＝強い、３＝普通、２＝弱い、１＝非常に弱い、０＝無臭である。
【００２１】
　膜は、本明細書で上述したように、充填されて、再充填および再倒立させる前に、７時
間にわたって放出することができるようになる。この特定の態様においてわかることは、
液体の放出は、７時間にわたって低レベルまで低下するが、１５秒の充填で、装置は、最
初の充填によって戻ったのと同様に、同レベルの性能まで復帰することである。この結果
は、グラフに示した、２回の後続の充填において繰り返されている。
【００２２】
　その結果は、ユーザは芳香剤に慣れることはなく、それを新鮮で新しいと知覚する。さ
らに、ユーザは、かかる方法で芳香剤を使用し続ける必要はなく、所望の期間だけ膜を完
全に排出した状態のままにすることができ、次いで、単に倒立させて膜に充填するだけで
、装置を完全動作状態に戻すことができる。
　当業者であれば、本発明の多数の可能な変更形態を思い付くが、これらは本発明の範囲
に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】好ましい実施態様の、概略縦断面図である。
【図２】ある時間にわたる、実施態様の液体放出特性を示すチャートである。
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